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研究成果の概要（和文）： 
ロシア、中国、インドの近代に関して、１）相互イメージの形成とその動態、２）思想・宗教
文化の相互作用のあり方、３）表現文化におけるユーラシア表象のありかた、４）文化アイデ
ンティティにおける記憶の意味、５）現代的文化状況への対応の形、という諸点から比較分析
し、ユーラシア 3 大国の近代文化の特徴を解明した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
The major fruit of this research project is comprehensive analysis and the newest knowledge concerning 
the specificity of modern Eurasian cultures. Its main issues were: 1) the formation of mutual images 
among Eurasian superpowers, 2) cultural interaction in the fields of religion and thought, 3) images of 
Eurasia in cultural representation, 4) roles of memory for cultural identity, 5) adaptation to the new 
cultural situation. Final results of the research project will be published in “Eurasia and Asia in Modern 
culture,” vol. 6 of the series “Regional Powers” (Tokyo, 2013). 
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１．研究開始当初の背景 
ロシア、中国、インドは、各「文明圏」を代
表するユーラシア世界の本質的構成主体と
して、周辺世界に大きな影響を与え続けてき
た。現在では、それぞれが新しいグローバル
文化への適応と、20 世紀的な社会・文化体制
の見直しや転換という、同質の課題に直面し
ている。それぞれの地域の文化に関する研究

や翻訳･紹介においては、わが国にも諸外国
にも深い歴史と蓄積がある。しかし、地理的･
地政学的な条件も言語・文化もまったく異な
るこれらの諸国の文化的比較研究は、これま
でまったく手薄であった。ロシア極東と中国、
中国とインドなどの組み合わせによる部分
的比較研究は、文化人類学、歴史、経済など
の分野で進められてきたが、ユーラシアの地
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域大国・文化大国としての総合的な比較文化
研究は、方法論を含めて新しく構築されるべ
き未知の領域だった。本研究はユーラシア 3
大国の地域研究者の協力体制により、異文化
間の比較研究にまつわる諸問題を言語や概
念、方法論の段階から検討し、各分担者の積
み上げてきた知識やスキルを効果的に総合
することにより、そうした新しい研究の創造
を目指すものとして企画された。 
 
２．研究の目的 
２０世紀末からのオリエンタリズム批判、ポ
ストコロニアル批評や「帝国」論の隆盛の中
で、ユーラシア地域大国の文明的な意味を捉
え直す観点と方法が問題化されてきた。西欧
的な国民国家論や民主主義の尺度だけでは
説明不能なこれらの国々の社会文化や精神
文化は、現代世界においてどのような意味を
持っているか？ これらの国を含むユーラ
シア世界は、文化空間としてどのような特徴
を持ち、どのような形で現代世界に適応しよ
うとしているか？ 本研究では現代のこれ
らの国家を比較文化論的な観点から捉え，過
去の文明圏的なアイデンティティが現代世
界の文化環境とどのように関係しているか，
ユーラシアという場において，相互にいかな
る対話と対抗の磁場を作っているかという
問題を検討する。 
 
３．研究の方法 
以下の 3 点を柱として、近代以降のユーラシ
ア地域大国の文化動態を比較分析する。 
(1) 文化統合イデオロギーからみるユーラシ
ア像：ロシアのユーラシア主義、中国の華夷
秩序思想、インドのヒンドゥー･ナショナリ
ズムなどの成り立ち、機能、地域アイデンテ
ィティとの関連を、近代以降の西欧との関係
や現代の体制変動との関連において分析。 
(2) 言語とコミュニケーションの動態：多民
族・多言語社会の文化動態を、帝国的環境と
の関連、翻訳文化の様態、現代的メディア環
境への適応といった諸側面から捉える。 
(3) 文芸と文化的アイデンティティ：表現文
化の諸領域における近代以降の流れを、古典
と現代文芸の関係、身内と他者表象のあり方、
歴史と記憶の表象法、グローバル化との関わ
りという諸点から解明する。 
 
４．研究成果 
(1) 相互イメージ形成の解明：17 世紀以降の
3 カ国の文化交流史と相互に関する言説を研
究し、相互イメージの形成プロセスと、ユー
ラシア文化論にとってのその意味を分析し
た。 
(2) 思想・宗教文化の相互作用の解明：キリ
スト教、仏教、神秘主義、非暴力思想を主な
題材に、ユーラシア大国間の思想的な相互作

用の経緯を調べ、近代化の過程におけるその
意味を分析解明した。 
(3) ユーラシア表象の特徴解明：ユーラシア
内部におけるオリエンタリズムの展開をテ
ーマに、近代以降の美術、音楽、文学、映画
などの表現芸術におけるユーラシア表象の
歴史と現状を調査し、その特徴を解明した。 
(4) 文化アイデンティティにおける記憶の意
味の解明：歴史記述、聖地・文化遺産、記念
碑など、過去の出来事の記憶にかかわる事象
が現代の文化的アイデンティティに持つ意
味を、20 世紀以降の各地域の特殊な経験を考
慮しながら比較分析した。 
(5) 現代的文化状況への対応：20 世紀末以降
の体制転換、情報・交通環境の変化、グロー
バル化とポストモダン潮流の広がりといっ
た状況がユーラシア文化に与える影響と、そ
れへの対応の諸相を分析した。 
以上の研究成果は本研究の中間成果報告媒
体である比較地域大国論集の第 5，11，12，
13 巻にわたって発表された。最終成果は比較
地域大国論シリーズ第 6 巻『近代文化におけ
るユーラシアとアジア』（ミネルヴァ書
房,2013 年刊行予定）に発表される。 
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